
 
地震は来る。地震に備えましょう。 

まず体を守るために、家具の固定を！。 

 

 東部福祉の会は、地震など発生時に援護が必要

な方の安否確認を、支援者のみなさんの協力で行

います。また、地震など災害時に避難所に指定さ

れている、本宿小学校と第三中学校に避難所を設

置する役目を[東部防災会]が担っています。 

 

 「地域に必要な防災・減災は地域で考えよう」 

東部防災会と東部福祉の会が、関心ある人たちと

東町の防災を実際的に考えています。 

 

「ご近所の力プロジェクト第１弾 

 基礎知識の確認とイメージトレーニング（避難時

の行動を机上訓練）」 

６月 30 日午後、安否確認の支援者の方たちも多

数参加して、本宿コミセンで机上訓練を行いまし

た。今回の想定は、10 月の午後 4 時発災後の安否

確認。想像力をはたらかせてみましょう！ 

 

A 《震度５弱の場合》（東日本大震災の際と同じ

くらい） 

 支援者は、まず自分の家族の安否確認を行い、

要援護者宅へ。自分の身を守るためにも、懐中電

灯が必要になりそう。対象は普段からお家の様子

がわかる人だけではありません。ピンポンしたら

出てこられるのだろうか？（電気が止まったらピ

ンポンは鳴る？） 

 支援者が要援護者に声掛けをし、無事と言って

出てきた相手と言葉を交わした後、安否確認キッ

トに赤クレヨンで記入して門扉に付け、避難所の

安否確認受付に報告に行こうとしたら、「行っち

ゃうの？一人では怖いわ。」と言われる。「もう

一人来てくれるから、安全な場所に居てください」

家の安全な所とはどこか？ 

 

原則本部でグループを組む。避難所では、濃ピン 

クの「安否確認」の幟の下に、ピンクのビブスを 

着た受付が待っている。暗くなっても幟は見える

だろうか？ 

課題１ 

５弱では建物の倒壊もなく、避難所は開設されな

いが、災害時要援護者に登録されている方や、独

居の高齢者など、余震の不安が大きく、安否確認

の際に一人で家にいるのは怖いと言われたり、避

難所やコミセンに来る人もいるかもしれない。誰

がどのように対応するか？ 

 

B 《震度 6 強の場合》 

 支援者 A が、やっとの思いで自宅を出て、要援

護者宅に安否確認に行くまでに 1時間は経過して

いる。支援者 A の声掛けに返事はないが、何かコ

ンコンと叩く音がするような気がする。 

そこへ、支援者 B が駆けつけて来て、避難所へ救

援を呼びに行ってくれることになる。残った支援

者 A は、励ましの声を掛け続ける。 

避難所では、地震が大きかったために、驚いて駆

けつけた人々などが大勢集まり、濃ピンクの安否

確認の幟の所に。ピンクのビブスを着た受付も見

つけにくい。日は暮れて暗い。 

課題 2 

呼びかけに返事はないが、何か音が聞こえるよう

な気がする。動けないでいるのか？どの位の音な

ら外に聞こえるか？避難所へ報告に行って救援

を頼まなければならないが、誰が手を貸してくれ

るのか？出て来ているご近所に助けを求めてい

いか？ 

 

吉祥寺東部の住宅街は関東ローム層。崖はなく河

川の氾濫もない。家具の固定が命を守る鍵。（本

箱が盲点という話も出ました） 

 みんなで想像してみれば、日頃の備えや心が

まえも変わるはず！ 

安否確認者は、本部に知らせるのが役目。救助は 
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